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令和６年１２月１３日 

 

 

令和６年第４回定例会 文書質問 

しぶや 竜一 議員 

 

 

回 答 書 

 

１ 舎人・古千谷本町地域の子どもたちの安全確保について 

質問の要旨

① 

共働き世帯の増加の加速は全国的な課題である。学童保育室の整備はこ

れからの子どもたちの居場所づくりに必要なものであり、安全な場所の確

保の核となっていくものである。当然、足立区全体としての課題でもあり、

私の地元の舎人・古千谷本町地域においても、学童保育室の整備・見直し

が必要なものと考える。そこで、以下伺う。 

 

（１）舎人・古千谷本町地域の学童保育室の整備計画については、公園の

利活用を含めた方法で新たに整備していくのか、それとも、近隣の小

学校の空き教室を利用して新たに整備していくのか伺う。 

回  答 

① 

舎人・古千谷本町地域の学童保育室の整備につきましては、特に来年度

は、令和６年度末で近隣の民設学童保育室が閉室になることに伴い、急遽

古千谷小学校内に学童保育室を整備する方向で進めております。 

 

（担当所管：子ども家庭部 学童保育課） 

質問の要旨

② 

（２）他の整備方法もふまえ、どのように進めていくのか。時間も限られ

ていると思うが、区の見解を伺う。 

回  答 

② 

時間が限られる中での整備の進め方につきましては、足立区議会第４回

定例会に古千谷小学校内に学童保育室を新設するための条例改正及び補

正予算を提出しております。議決を得られた際には、早急に事業者の選定

や必要物品の購入等、令和７年４月１日からの開室に向けた準備を進めて

まいります。 

 

（担当所管：子ども家庭部 学童保育課） 
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質問の要旨

③ 

（３）整備計画について、保護者や近隣住民の方々への周知・説明は、丁

寧に取り組んでいただきたいがどうか。 

回  答 

③ 

保護者や近隣住民の方々への周知・説明につきましては、事業者が選定

され次第、閉室となる学童保育室の在籍児童の保護者を対象にした説明会

を開催するほか、近隣の学童保育室への申込者等に古千谷小学校内の学童

保育室の開設を周知してまいります。  

 

（担当所管：子ども家庭部 学童保育課） 
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２ 舎人・古千谷本町地域の都市計画公園整備について 

質問の要旨

① 

（１）（仮称）舎人三丁目第二公園については、地区計画から都市計画に

変更となる公園整備であるが、農地が減少している中での計画である

ことをふまえ、公園整備に取り組んでいただきたいと考える。長期的

な整備計画ということであり、令和７年度に工事着手ということであ

るが、現在の進捗状況はどうか伺う。 

回  答 

① 

（仮称）舎人三丁目第二公園整備の進捗状況につきましては、令和５年

６月から進めておりました基本設計が令和６年８月に終了し、令和６年 

１１月から実施設計を進めております。現在、実施設計案の確定に向け、

地元説明会でのご意見を踏まえた設計案の修正や農園部分の管理運営方

針等の検討を行っております。公園整備につきましては、令和７年度の工

事着手を予定しておりましたが、国庫補助金などの特別財源の要件を設計

に反映するため、スケジュールを見直し、令和８年度に工事着手し令和９

年度末完成を目指しております。 

 

（担当所管：道路公園整備室 パークイノベーション推進課） 

質問の要旨

② 

（２）公園があまりない地域性をふまえると、本計画には大いに期待をす

るところである。私も出席した説明会では、ベンチの配置場所やボー

ル遊びができるようにしてほしいなど、さまざまな意見が出ていた。

区として検討していくとのことであったが、どの程度反映していくつ

もりなのか、また、検討状況はどうか、併せて伺う。 

回  答 

② 

地元説明会で出されたご意見に関する検討状況についてお答えいたし

ます。 

まず、ベンチの配置についてですが、公園内や川沿いのウオーキングの

際に休憩しやすく、樹木やパーゴラで日陰となる場所への設置を検討して

おります。また、ボール遊びについては、周辺公園などへの整備状況から、

ボール遊びコーナーを設けるのではなく、ゴムボールのような柔らかい 

ボールで遊ぶことができる一般的な公園ルールのもと、運用を進めてま

いります。その他、樹木の配置や防犯面など、様々なご意見をいただきま

したが、本公園の目的（農業体験が出来る分区園と遊びの場）と周辺公園

との役割に沿った範囲で、実施設計に反映してまいります。 

 

（担当所管：道路公園整備室 パークイノベーション推進課） 



4 

 

質問の要旨

③ 

（３）パークイノベーション事業で舎人地域はモデル地域となり、生まれ

変わった公園の名称募集が行われた。地元の子どもたちが考えた公園

名やアイデアが、新しい公園の整備に反映されることとなり、子ども

たちからは喜びの声があがっていた。このこともふまえ、今回の公園

名称については、子どもたちの記憶に残るよう、少しでも地元の公園

整備に携わったという思い出づくりという観点からも、近隣の学校な

どで名称やアイデアの募集を行っていただきたいと以前提案したが、

あらためて区の見解を伺う。 

回  答 

③ 

近隣の学校などで名称やアイディアの募集についてお答えいたします。 

公園名称については、地域の方々に愛着を持ってもらうため、開園から

１年程度経過したのちに、実際に利用している地域の方々の意見を集め、

正式名称を決定しています。（仮称）舎人三丁目第二公園につきましても、

開園１年後を目途に、近隣の学校を含めた名称募集を行ってまいります。 

また、設計段階では、近隣学校へのアイディア募集は行っておりません

が、街区公園の誘致距離である公園から２５０ｍの範囲を目安に１１４０

世帯を対象としたアンケート調査を行い、子育て世代を含めた幅広い方か

らのご意見をいただきました。皆様からいただいたアイディアは、今後の

整備に生かしてまいります。 

 

（担当所管：道路公園整備室 パークイノベーション推進課） 

 


